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北九州銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2024年 12月 30日 

松鶴建設株式会社 サステナブルファイナンス本部 

 担当アナリスト：石井 雅之 

 
格付投資情報センター（R&I）は北九州銀行が松鶴建設に対して実施するポジティブインパクトファイナンスにつ

いて国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合して
いることを確認した。 

R&I は別途、北九州銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認して
いる 1。今回のファイナンスに関して北九州銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制の業務
プロセスが PIF 原則に準拠して適用されていることを確認した。 

北九州銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 松鶴建設株式会社 

所在地 福岡県福岡市 

設立 1995 年 2 月 

資本金 6,000 万円 

事業内容 土木工事業、建築工事業、舗装工事業、他 18 工種 

売上高 44 億円（2024 年 7 月期） 

従業員数 83 名（2024 年 9 月末時点）  

 

(2) インパクトの特定 

北九州銀行とワイエムコンサルティングは対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリュ
ーチェーンの各段階において発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてイン
パクトニーズを確認した。また、当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性につい
て、持続可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

北九州銀行とワイエムコンサルティングは特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理し
て KPI を設定した。ポジティブインパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、
山口フィナンシャルグループが掲げる重点課題（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 
  

                              
1 2023 年 10 月 17 日付セカンドオピニオン「株式会社北九州銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/10/news_release_suf_20231017_jpn.pdf 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/10/news_release_suf_20231017_jpn.pdf
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① 高品質な施工の実施 

インパクトの種類 
社会的側面においてポジティブインパクトの創出・継続 

経済的側面においてポジティブインパクトの創出・継続 

インパクトエリア 「エネルギー」「住宅」「移動手段」「自然災害」「インフラ」 

関連する SDGs 

   

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み 

 品質マネジメントシステムを適切に運用し、専門エキスパートによる徹底した

品質管理と安全対策により工事評点の維持・向上を図っていく 

 予防処置や着工前会議の実施など、予想される事項への事前対策を徹底

する 

目標・KPI 【工事評点の高評価維持】 

国土交通省管轄工事評点：平均 82 点以上 

福岡県管轄工事評点：平均 82 点以上 

福岡市管轄工事評点：平均 84 点以上 

東京都土木管轄工事評点：平均 73 点以上 

東京都建築管轄工事評点：平均 72 点以上 

東京都住宅供給公社管轄工事評点：平均 69 点以上 

<直近期実績（平均点/施工件数）> 

国土交通省管轄工事評点：81.75 点/4 件 

福岡県管轄工事評点：84 点/1 件 

福岡市管轄工事評点：83.5 点/1 件 

東京都土木管轄工事評点：73.425 点/4 件 

東京都建築管轄工事評点：-点/0 件 

東京都住宅供給公社管轄工事評点：66.55 点/2 件 

 

② 労働安全衛生の確保 

インパクトの種類 社会的側面においてネガティブインパクトの抑制・緩和 

インパクトエリア 「健康及び安全性」 

関連する SDGs 

 

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み  協力会社への安全方針伝達や指導を徹底し、管理者による安全パトロール

の実施や安全講習の受講により、労働災害が発生しない体制づくりを行う 

目標・KPI 【労働災害の絶無】 

労働災害発生件数 0 件の維持 

<直近期実績> 

労働災害発生件数 0 件 

 

  



セカンドオピニオン 

 

 3/5 

③ 魅力ある職場環境の整備 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトの創出・継続 

インパクトエリア 「雇用」「賃金」 

関連する SDGs 

 

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み 

 資格取得に向けたサポートと、取得後の資格手当等（月額 10 万円以上）の

支給により、資格取得の動機付けを行う 

 若手社員には、ベテラン社員によるフォローアップ体制を整え、早期に現場

責任者を担う機会を与える 

目標・KPI 【1 級施工管理技士資格保有者数の増加】 

工事部の資格保有者数 47 名、うち若手社員の保有者数 14 名（2030 年ま

で） 

※若手社員＝年齢 35 歳までの社員 

<直近実績> 

工事部の資格保有者数 33 名、うち若手社員の保有者数 3 名 

 

④ 協力会社との連携強化 

インパクトの種類 経済的側面においてポジティブインパクトの創出・継続 

インパクトエリア 「零細・中小企業の繁栄」 

関連する SDGs 

 

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み 

 工事請負契約時に安全協力会への加入を案内する。また、安全大会での

優秀企業への表彰実施など協力企業同士が相互研鑽できる体制を整備

し、協力会社の成長に寄与する活動を継続する 

目標・KPI 【安全協力会の会員数の増加】 

会員数 80 社（2030 年まで） 

<直近実績> 

会員数 60 社 
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⑤ 施工による環境負荷への対応 

インパクトの種類 環境的側面においてネガティブインパクトの抑制・緩和 

インパクトエリア 「水域」「土壌」 

関連する SDGs 

  

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み 

 汚濁防止膜を使用することで水質汚濁や土壌汚染を防ぐほか、船舶機械

の給油時には吹きこぼれや漏洩を防止する対策を徹底する。汚濁防止膜

やオイルフェンスなどの資材を常に完備し、緊急時に備えた対応も行う 

目標・KPI 【油脂漏出事故の絶無】 

油脂漏出事故件数 0 件の維持 

<直近期実績> 

油脂漏出事故件数 0 件 

 

⑥ 廃棄物の抑制 

インパクトの種類 環境的側面においてネガティブインパクトの抑制・緩和 

インパクトエリア 「廃棄物」 

関連する SDGs 

 

KPI 達成に向けた具体的

な取り組み 

 施工現場で再利用品置き場や鉄などの有価物の分別置き場を設置し、分

別が適正に行われる環境を整備する 

 その他の廃棄物においても分別可能な廃棄物が混合廃棄物に誤って入ら

ないように収集ボックスを設置し、混合廃棄物処分量の適正化に努める 

 各部門で地域貢献活動を実施し、地域の環境美化や従業員の環境意識

向上につなげる 

目標・KPI 【売上あたり混合廃棄物量の抑制】 

土木 1.55ｔ/億円以下の維持 

建築 3.49ｔ/億円以下の維持 

<直近 5 期実績平均> 

土木 1.55ｔ/億円 

建築 3.49ｔ/億円 

 

【地域貢献活動の継続】 

年 2 回以上（周辺の清掃活動/環境 PR 活動） 

<直近期実績> 

・2 回実施（2023 年 10 月、2024 年 7 月に清掃活動実施） 

 

(4) モニタリング 

北九州銀行は対象先およびワイエムコンサルティングの各担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本
PIF で設定した KPI の進捗状況について共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパク
ト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 



セカンドオピニオン 

 

 5/5 

 




